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 要  旨 
多くのシステムに依存している社会において、故障や事故により発生するシス
テムダウンは、往々にして重大な社会的損害・被害の引き金となる。このような
システムダウンを防ぐために、原因となる故障等の兆候を見出し、問題の発生を
未然に防ぐ状態監視保全を行うことが重要となる。状態監視保全は、監視装置（以
後、モニター）を用いて対象を監視し、検出された情報を基に対策を行う方式の
予防保全であるが、モニターは対象を間接的に監視しているため、誤報や欠報と
いった問題が存在する。この問題を解決するために、複数のモニターで監視を行
う方法がしばしば用いられる。 
また、状態監視に使用するモニターにおいては、観測値を基に出力を切り替え
るわけであるが、当然その切替えの基準となる閾値を設定しなければならない。
この閾値次第でも誤報・欠報の発生確率が変わってくる。これより、誤報・欠報
をリスク（＝損失×発生確率）として捉えた上で、全体のリスクを最小にするよ
うな閾値(最適閾値)を求めることが必要となってくる。 
Sibuya and Suzuki[2]は、モニターの観測値がある確率分布に従うと仮定した
上で、複数モニター全てにおいてその分布が同じである場合の最適な閾値の設定
について考察を行った。一方、Horikoshi,Jin,and Suzuki[1]はモニターの出力値
が互いに独立とは限らない場合において、期待リスクを最小とする最適方策が
k-out-of-n 型方策で与えられるための十分条件を導出した。[2]では、全モニタ
ーの観測値が同じ分布に従うとしているが、モニター毎に別々の要素を検知して
いる場合などでは、観測値が同じ分布に従うとは限らない。[1]ではモニターの出
力を確率行列で完全に定めており、モニター設置後の出力調整については考えて
いない。そこで本研究では、モニター出力を閾値で調整でき、また観測値が従う
分布はモニター毎に異なると仮定する。その上でMonotone Procedureとなる意思
決定方策の中で、k-out-of-n 型方策だけが最適方策（期待リスクを最小にする方
策）となるための閾値の条件について考察した。 
その結果、モニター２つで状態監視を行う場合について、最適方策がk-out-of-2
型方策（Monotone Procedureの中で）に限定されるための十分条件を導出した。
これにより、取り得る保全方策の数が限定され、計算機等を用いた自動診断に基
づく保全を容易にすることができると言える。 
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